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日本カウンセリング学会「カウンセリング心理士新養成カリキュラム」準拠 

第55回大会研修会のご案内 
 
日本カウンセリング学会第55回大会にあたり、以下の研修会を開催いたします。 
                                               
 
研修形態：全研修コース、オンデマンド配信です。 
配信期間：2023年8月4日（金）～ 9月3日（日）迄 1ヶ月間 
研修時間：全研修コース 2.5 時間です。 
 

 
 

受講準備のために 
ネット環境のチェック 
ご使用になりたい端末がWeb 会議など可能な状態か否かを調べてください。 
＊グーグル検索で［スピードテスト］と入力して検索する。 
＊［インターネット速度テスト］が表示されたら、右下の（青い枠）［速度テストを実行］ 
をクリック 

＊テストの結果、可能な状態かどうかが表示される。（あくまでも目安のテストです。） 

コース 研修タイトル 講　師
1 キャリアカウンセリング入門 � （Ａ①：カウンセリングの理論と実際） 原　恵子（筑波大学）
2 ほんものの傾聴を学ぶ：ロジャーズに学び直す � （Ａ②：来談者中心的アプローチ） 諸富祥彦（明治大学）

3 ＥＡＭＡ（自己探究カウンセリング）グループ
　ロジャーズをもとにした統合的アプローチ � （Ａ⑥：現代のカウンセリング理論・技法） 諸富祥彦（明治大学）

4 動機づけ面接 � （Ａ③：認知行動的アプローチ） 沢宮容子（筑波大学）
5 認知行動療法の代表技法：シェイピングでの行動形成� （Ａ③：認知行動的アプローチ） 中村恵子（東北福祉大学）
6 生物心理社会モデルのケースフォーミュレーション�  （Ｂ②：心理アセスメントの理論と実際） 中村恵子（東北福祉大学）
7 コンパッション・フォーカスト・セラピー　基礎編 � （Ａ③：認知行動的アプローチ） 石村郁夫（東京成徳大学）
8 コンパッション・フォーカスト・セラピー　応用編�  （Ａ③：認知行動的アプローチ） 石村郁夫（東京成徳大学）

9 箱庭療法　理論篇 � （Ａ④：精神分析的アプローチ） 渡部純夫（東北福祉大学）
内藤裕子（東北福祉大学）

10 箱庭療法　実践篇 � （Ａ④：精神分析的アプローチ）　 渡部純夫（東北福祉大学）
内藤裕子（東北福祉大学）

11 ジェンダーの視点を活かすカウンセリング � （Ａ⑥：現代のカウンセリング理論・技法） 布柴靖枝（文教大学）

12 「感情労働」を正しく知る！― 対人支援と自分のしごと、双方に活かす感情労働の捉え方 ―
� （Ａ⑥：現代のカウンセリング理論・技法） 関谷大輝（東京成徳大学）

13 WISC-V　  理論篇�  （Ｂ③：心理検査の理論と実際） 小林　玄（東京学芸大学）
14 WISC-V　  実践篇�  （Ｂ③：心理検査の理論と実際） 小林　玄（東京学芸大学）
15 KABC-II　理論篇 � （Ｂ③：心理検査の理論と実際） 三浦光哉（山形大学）
16 KABC-II　実践篇 � （Ｂ③：心理検査の理論と実際） 三浦光哉（山形大学）
17 発達障害の子どもに対する通級指導での神経行動教育学的介入 � （Ｆ③：教育分野のカウンセリング） 坂本條樹（共立女子大学）
18 発達障害とデザイン � （Ｆ③：教育分野のカウンセリング） 三谷聖也（東北福祉大学）

19 大規模自然災害において被災者を支援するということ（基礎編）
— 初期支援の基本のキ — � （Ｆ⑥：コミュニティ・カウンセリング）

狐塚貴博（名古屋大学）
若島孔文（東北大学）

20 大規模自然災害において被災者を支援するということ（実践編）
— ブリーフセラピーからの接近 — � （Ｆ⑥：コミュニティ・カウンセリング）

若島孔文（東北大学）
狐塚貴博（名古屋大学）

一般社団法人日本カウンセリング学会 第 55回大会プログラム 
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一般的に、ストレスなく通信できるのは10Mbps（スマホは5Mbps）～ 30Mbps 程度と 
言われています。 
 

参加方法について 

1  オンデマンド配信視聴の参加方法について 
 オンデマンド配信期間中に、大会HPトップページの「参加はこちら」ボタン、もしく
は、研修会のご案内ページ下部にある「参加・発表申込ページへ」ボタンより、下記を
入力の上、ご参加ください。 
・ご登録いただいたアカウントID (E-mailアドレス) 
・ご登録いただいたパスワード 

8月4日（金）より視聴可能となりますので、9月3日（日）までの期間内にご視聴くだ
さい。 

2  講座の資料は研修会の視聴ページにてダウンロードできます。（研修会時にご自身で使
用される目的以外の複製禁止） 

3  研修会動画の録画・撮影・転載を禁じます。また、研修で紹介される事例にはフィクシ
ョン加工を施しておりますが、内容に関する守秘は厳守願います。 

4  レポート提出について 
  各資格の更新ポイントにかかる証明書の発行を希望する方は、視聴後期日までのレポー
ト提出が必須となります。（学校心理士の更新ポイントを希望する人は、ご自身が当該
研修講座内で重要と考えられたキーワードをレポートの巻末に5語記載してください。）
レポートの提出をもって、証明書を発行いたします。 
＊提出可能期間：8月4日（金）～ 9月23日（土） 
・レポート提出方法：大会HP研修会のご案内ページ内「参加・発表申込ページへ」ボタ
ンよりご登録済のIDとパスワードでログインいただき、メニューページ内の「レポート
提出」ボタン内より期間内に提出ください。 
・レポート内容：ワードファイルにレポートを作成いただき、ファイルをアップロード
してください。なお、レポートの書式、内容、長さに規定はないので、自由に感想をお寄
せください。  
・研修証明書発行期間：9月下旬以降 

 
参加費の領収書について 
 研修会参加申込の領収証は、大会HP研修会のご案内ページ「参加・発表申込ページへ」
ボタンよりご登録済のIDとパスワードでログインいただき、メニューページ内の「研修会参
加申込内容の確認」ボタン内より2023年10月31日（火）までダウンロード可能です。 
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参加証について 
 8月4日（金）以降、上記領収書と同様の手順でログインいただき、メニューページ内の
「研修会参加申込内容の確認」ボタン内より2023年10月31日（火）までダウンロード可能
です。 
 

研修会（大会）は各有資格者の更新ポイントとして認められています 
 カウンセリング学会カウンセリング心理士 更新ポイント 
    研修会の受講者  2.5×2＝5 時間 2P  （大会参加者 2P） 
 臨床心理士資格更新ポイント 
    研修会の受講者 2P （大会参加者 2P） 
 学校心理士資格更新B1 
    研修会の受講者 1P  
     ＊今大会では、学校心理士の受講証明書は、ご希望の方のみへ発行いたします。 

学校心理士のポイントの取得をご希望の方は、研修証明書に加えて、「学校心理
士資格更新B該当単位研修ポイント」の証明書が発行されます。研修のお申し込
みの際に「研修証明書＋学校心理士の証明書」にチェックを入れてください。 

 

修了証について 
 受講者には、日本カウンセリング学会理事長の修了証が発行されます。 
  ・レポート提出後にご登録いただいたメールアドレス宛にお送りいたします。 
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大会参加者へのご案内 
                                        

 

大会オンデマンド配信への参加方法について 
オンデマンド配信期間中に、大会 HP トップページの「参加はこちら」ボタン、も

しくは、大会参加登録ページ下部にある「参加・発表申込ページへ」ボタンより、
下記を入力の上、ご参加ください。 
・ご登録いただいたアカウント ID (E-mail アドレス) 
・ご登録いただいたパスワード 
 
※大会への参加がご招待の皆様へは、別途ご案内をさせていただきます。 

 

 
 
 
 
 

大会発表者へのご案内 
                                        

 

大会オンデマンド配信期間中の Q&A について 
大会プログラムのうち、「掲示板」が設置されている演題につきましては、参加者

からの質問、コメントに対して、配信期間中にご返答くださいますようお願いいた
します。 
 
 
 

インターネット環境に関する不具合は、主催者側では対応いたしかねます。 
各自インターネット環境の調整をお願いいたします。 

講演概要

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の脅威が世界に広がってから３年が過ぎよ

うとしています。この間、社会的孤立や経済的苦境、健康不安など、多くの人々が様々

な問題を抱えるようになりました。このような状況下で、カウンセリングにはますます大き

な役割が求められています。会員の皆様におかれましては、多大な努力を重ねながら、

カウンセリングの実践、研究、教育等にご尽力されていることに、心よりの敬意を表します。

　カウンセリングに関わる専門家は、人を「病気でない」状態にするプロセスだけでなく、人が「健康になる」プ

ロセスにも焦点を当てなければなりません。では、「健康になる」とはどういうことでしょうか。真の健康とは、単に

不健康ではない状態というだけではありません。単に、良い気分でいるという、快楽的状態でもありません。心が

満たされた良好な状態を保つことです。不健康な状態を脱することさえできれば、心の健康に関する問題が解決

するわけではないのです。

　この 3 年間で、Zoom や Teamsなどの Webコミュニケーションツールの一般化、リモートワークの普及など、

いわゆるデジタル・トランスフォーメーション（DX）が一気に加速しました。コロナが DXの進行に拍車をかけた形

です。これらはカウンセリングのあり方にも大きな影響を与えています。本講演では、私の考える「カウンセリングの

これから」について、お話をしたいと思います。

学会理事長講演

カウンセリングのこれから
沢宮　容子（筑波大学）
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